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 騒音予測の概要

 騒音に係る環境基準について

環境基準の地域指定状況を下表に示します。

表  環境基準

地域の類型
基準値

昼間 夜間

以下 以下

以下 以下

以下 以下

 栃木県生活環境の保全等に関する条例における夜間の規制基準値について

栃木県生活環境の保全等に関する条例における規制地域の指定状況及び基準値を下表に示します。な

お、栃木県の栃木県生活環境の保全等に関する条例における夜間の時間帯は、午後 時から翌午前 時

までです。

表  夜間の規制基準（小山市）

区域 基準値 指定区域

第 種区域
第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第 種区域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

第 種区域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

第 種区域 工業地域

－ 工業専用地域

－ 工業専用地域以外の地域

※ただし、第 種区域（夜間を除く。）、第 種区域、第 種区域内に所在する次の施設

の敷地の周囲おおむね メートルの区域内の規制基準は、各欄の値から 減じた

値とします。

「学校、保育所、病院、診療所（入院施設を有する施設）、図書館、特別養護老人ホー

ム・幼保連携型認定こども園」
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 計算方法

 騒音源の 特性音響パワーレベル計算方法

① 定常騒音・変動騒音（自動車走行騒音以外）・衝撃騒音

 下式より、 特性音響パワーレベルに相当する値を求めております。

r
QLL PW

LW ： 各騒音源の音響パワーレベル （ ）

LＰ ： 音圧レベル（実測値・メーカー資料（カタログ・仕様書）等） （ ）

Q ： 指向係数 （ ＝ ：自由空間（無響室等））

（ ＝ ：半自由空間（半無響室、地上、床面等））

r ： 測定距離

自動車走行騒音については、「 」のパワーレベル算出式又は自動車工学に基づく

パワーレベル式及び「大規模小売店舗から発生する騒音の手引き」により算出しております。

 伝搬経路計算方法

「  騒音源の 特性音響パワーレベル計算方法」で求めた各騒音源及び各仮想点音源から各予測地

点へ、距離減衰及び回折減衰した騒音レベル（ ）を求めます。自動車走行に関する騒音については、予測

地点にもっとも近い点（最近接点）に仮想点音源を設定しています（※ ）。

bardivPiS AALL
LS ： 各予測地点における騒音レベル （ ）

Lpi ： 騒音源の基準距離騒音レベル （ ） （LW－ ）

Adiv ： 距離減衰 （※ ）

Abar ： 回折減衰 （※ ）

※  来客車両走行線、搬出入車両走行線などの自動車走行線は、ひとつの線を均等な区間に分割し、

その区間の最近接点に区間を代表する点音源を置きました。

※  距離減衰

rAdiv

  r ： 音源から予測地点までの距離［ ］

 ＊平面上（半自由空間）に騒音源があるため、指向係数を ＝ として算出しております。
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N N
 N N

N＜－

※  回折減衰

barA

N

N

なお、自動車走行については、栃木県運用方針における回折減衰の計算式を使用しておりま

す。

ｄ 



 4

 等価騒音レベル計算方法

 各時間帯 LAeq,T 計算

 各計算点の騒音レベルを、対象とする時間帯の LAeq,T となるように計算します。

①設備機器騒音 LAeq,T 計算

T
TLL i

STAeq

LAeq,T ： 対象とする時間区分の騒音源の等価騒音レベル （ ）

Ls ： 各伝搬経路毎の計算点における騒音レベル （ ）

T ： 対象とする基準時間帯の時間 （昼間は 、夜間は ）

Ti ： 対象とする基準時間帯における 番目の騒音の継続時間

②荷さばき作業（廃棄物収集作業）騒音 LAeq,T 計算

T
aT

LL w
STAeq

LAeq,T ： 対象とする時間区分の騒音源の等価騒音レベル （ ）

LS ： 各伝搬経路毎の計算点における騒音レベル （ ）

T ： 対象とする基準時間帯の時間 （昼間は 、夜間は ）

a ： 荷さばき作業（廃棄物収集作業）の回数 回

Tw ： 荷さばき作業（廃棄物収集作業） 回における平均継続時間（実測値平均値）

③自動車走行騒音 LAeq,T 計算

栃木県運用方針に従って算出しております。

④車両後進ブザー騒音 LAeq,T 計算

T
TaLL bd

STAeq

LAeq,T ： 対象とする時間区分の騒音源の等価騒音レベル （ ）

LS ： 各伝搬経路毎の計算点における騒音レベル （ ）

T ： 対象とする基準時間帯の時間 （昼間は 、夜間は ）

ad ： 後進警告ブザーが鳴る車両の走行台数 台

Tb ： 区間におけるブザーが鳴っている時間

V
Tb ・⊿ 但し、 ：走行速度（ と設定）

⊿ ： 区間の長さ ｍ
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 等価騒音レベル LAeq 計算

上記の等価騒音レベルをエネルギー合成して、店舗から発生する騒音全体の等価騒音レベルを求めま

す。

n

i

L

Aeq

iTAeq

L

LAeq ： 店舗から発生する騒音全体の等価騒音レベル （ ）

LAeq,T,i ： 対象とする時間区分の各騒音源の等価騒音レベル （ ）

 騒音レベルの最大値の計算方法

「 騒音源の 特性音響パワーレベル計算方法」で求めた各騒音源及び各仮想点音源から各予測地

点へ、距離減衰及び回折減衰したの騒音レベルの最大値を求めます。

bardivisAiA AALL

LAmax,i ： 各予測地点における騒音レベル の最大値 （ ）

LAmax,is ： 騒音源の基準距離騒音レベルの最大値 （ ） （LW－ ）

Adiv ： 距離減衰

Abar ： 回折減衰
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 予測の評価

 騒音の総合的な予測・評価

昼間（午前 時から午後 時までの 時間）、夜間（午後 時から翌午前 時までの 時間）における

等価騒音レベルを算出しました。

各予測地点（資料【騒音源及び予測地点配置図】）における騒音レベルの予測計算は、下記の通り行いま

した。

１） 個々の騒音源から発生する騒音について「  騒音源のＡ特性音響パワーレベル計算方法」によ

り音響パワーレベルを求める。

２） 音響パワーレベルから騒音源の基準距離騒音レベルを求める。

３） 騒音源から距離減衰等の影響を考慮して、予測地点における騒音レベルを求める。

４） 予測地点での騒音レベルについて、対象とする時間区分における等価騒音レベルを求める。

５） ）で求めた全ての等価騒音レベルをエネルギー的に合成し、店舗から発生する騒音全体の等価騒

音レベルとする。

 発生する騒音ごとの予測・評価

夜間（午後 時から翌午前 時まで）における騒音レベルの最大値を算出しました。

各予測地点（資料【騒音源及び予測地点配置図】）における騒音レベルの最大値の予測計算は、下記の

通り行いました。

１） 個々の騒音源から発生する騒音について「  騒音源のＡ特性音響パワーレベル計算方法」によ

り音響パワーレベルを求める。

２） 音響パワーレベルから騒音源の基準距離騒音レベルの最大値を求める。

３） 騒音源から距離減衰等の影響を考慮して、予測地点における騒音レベルの最大値を求める。
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 予測地点の設定

 騒音の総合的な予測地点

指針では、騒音の総合的な予測を行う場合には「原則として建物周囲 方向からそれぞれ近接した最も騒

音の影響を受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外」で予測することとされています。

そのため、下表のように予測地点を設定し、騒音源（室外機、車両走行音等）の設置高さを考慮し、騒音レ

ベルの予測をしております。

表  騒音の総合的な予測地点

予測

地点

予測高さ

（ ）
用途地域

地域の

類型

環境基準
選定理由

昼間 夜間

第二種

住居地域
類型

設備機器等の影響を受ける、道路を挟んだ

隣地敷地境界

（現況：店舗）

隣地が店舗の為、 階（ ）で予測

第二種

住居地域
類型

設備機器・車両走行音・作業音等の影響を

受ける、道路を挟んだ隣地敷地境界

（現況：店舗）

隣地が店舗の為、 階（ ）で予測

第一種低層

住居専用地域
類型

設備機器・車両走行音・作業音等の影響を

受ける、道路を挟んだ隣地敷地境界

（現況：アパート 階建）

～ 階で予測し、最も影響の大きい 階

（ ）で評価

第二種

住居地域
類型

車両走行音等の影響を受ける、隣地との敷

地境界

（現況：住居 階建）

～ 階で予測し、最も影響の大きい 階

（ ）で評価

第二種

住居地域
類型

車両走行音等の影響を受ける、道路を挟ん

だ隣地敷地境界

（現況：空き地）

隣地が空き地の為、 階（ ）で予測

第二種

住居地域
類型

設備機器・車両走行音等の影響を受ける、

道路を挟んだ隣地敷地境界

（現況：空き地）

隣地が空き地の為、 階（ ）で予測

 発生する騒音ごとの予測地点

夜間に発生する騒音ごとの予測を行う場合には「店舗の敷地境界で予測すること」とされています。次表の

ように敷地境界の予測地点を設定し、予測をしております。
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表  発生する騒音ごとの予測地点

予測

地点

予測高さ

（ ）

用途

地域

区域の

区分

規制

基準
選定理由

第二種

住居地域

第二種

区域

設備機器の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける空調機室外機 を考慮し、 に

て予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

予測地点 （ ）

※ 階高さで予測し、影響の大き

い 階（ ）にて評価

第二種

住居地域

第二種

区域

設備機器の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける冷凍機室外機 を考慮し、 に

て予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

予測地点 （ ）

※ 階高さで予測し、影響の大き

い 階（ ）にて評価

第一種低層

住居専用地域

第一種

区域

設備機器の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける空調機室外機 を考慮し、 に

て予測

第一種低層

住居専用地域

第一種

区域

車両走行音の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける来客車両走行 を考慮し、

にて予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

予測地点 （ ）

第二種

住居地域

第二種

区域

車両走行音の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける来客車両走行 を考慮し、

にて予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

※ 階高さで予測し、影響の大き

い 階（ ）にて評価

第二種

住居地域

第二種

区域

車両走行音の影響を受ける当該店舗の敷地境界

※影響を受ける来客車両走行 を考慮し、

にて予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

予測地点 （ ）

※ 階高さで予測し、影響の大き

い 階（ ）にて評価

第二種

住居地域

第二種

区域

設備機器の影響を受ける、当該店舗敷地境界

※影響を受ける来客車両走行 を考慮し、

にて予測

保全対象側

予測地点

予測地点 （ ）

予測地点 （ ）

※ 階高さで予測し、影響の大き

い 階（ ）にて評価
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 騒音予測のまとめ

 平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測結果

店舗から発生することが見込まれる騒音について、昼間（午前 時～午後 時の 時間）と、夜間（午後

時～翌午前 時の 時間）の基準時間帯ごとの全時間帯を通した等価騒音レベルを予測した結果を次表

に示します。

表  昼間の等価騒音レベルの予測結果
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＜評価＞

全ての予測地点において昼間の等価騒音レベルは環境基準値を下回ります。よって周辺住環境への影

響は軽微であると予測いたします。

静穏に努めて運用してまいりますが、近隣の方々より騒音に関するご意見を頂いた場合には、状況を確認

し適切に対応いたします。
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表  夜間の等価騒音レベルの予測結果

騒音発生源

発生源

の高さ

（ ）

（ から）

基準距離における

騒音レベル等
騒音継続時間帯

（時～時）

又は

騒音発生回数

騒音レベル

（ ）
根拠

予測地点までの距離【 】
各予測地点における

夜間の等価騒音レベル【 】

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 キュービクル メーカー値 時～翌 時

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 夜 台

各予測地点における

夜間（午後 時～午前 時）の等価騒音レベル
各予測地点における騒音に係る環境基準に基づく当該出店地の地域の類型

地点（高さ ）： 第二種住居地域 類型 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 類型 基準値：

地点（高さ ）： 第一種低層住居専用地域 類型 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 類型 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 類型 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 類型 基準値：

※網掛け部分は基準値を超過します。

＜評価＞

予測地点 および ～ において、夜間の等価騒音レベルは環境基準値を下回ります。

予測地点 においては環境基準値を上回りますが、現状は店舗が隣接しており、住居が立地していない

状況です。今後、住居が隣接する場合には速やかに騒音対策を検討します。

静穏に努めて運用してまいりますが、近隣の方々より騒音に関するご意見を頂いた場合には、状況を確認

し適切に対応いたします。
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 夜間に発生する騒音毎の最大騒音レベルの予測結果

店舗から発生することが見込まれる騒音について、夜間（午後 時～翌午前 時）における騒音レベル

の最大値の予測を下表に示します。

表  騒音レベルの最大値の予測結果【店舗敷地境界】

騒音発生源

発生源

の高さ

（ ）

（ から）

基準距離における

騒音レベル等
騒音継続時間帯

（時～時）

又は

騒音発生回数

騒音

レベル

（ ）

根拠

予測地点までの距離【 】 各予測地点における騒音レベル【 】

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 キュービクル メーカー値 時～翌 時

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

各予測地点における

夜間騒音レベルの最大値
各予測地点における区域の区分と基準値

第二種住居地域 第二種区域 基準値：

第二種住居地域 第二種区域 基準値：

第一種低層住居専用地域 第一種区域 基準値：

第一種低層住居専用地域 第一種区域 基準値：

第二種住居地域 第二種区域 基準値：

第二種住居地域 第二種区域 基準値：

第二種住居地域 第二種区域 基準値：

※網掛け部分は基準値を超過します。
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＜評価＞

予測地点 において、夜間騒音レベルの最大値は規制基準を下回りますが、予測地点 ・ ・ ～

においては規制基準値を上回ります。そこで、隣地敷地境界において予測地点 ・ ・ ・ ・ を、直

近住居外壁において予測地点 をそれぞれ設定し、再度予測いたしました。

表  騒音レベルの最大値の予測結果【隣地敷地境界】

騒音発生源

発生源

の高さ

（ ）

（ から）

基準距離における

騒音レベル等
騒音継続時間帯

（時～時）

又は

騒音発生回数

騒音

レベル

（ ）

根拠

予測地点までの距離【 】 各予測地点における騒音レベル【 】

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 キュービクル メーカー値 時～翌 時

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

各予測地点における

夜間騒音レベルの最大値
各予測地点における区域の区分と基準値

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第一種低層住居専用地域 第一種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

※網掛け部分は基準値を超過します。
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＜評価＞

すべての予測地点において、夜間騒音レベルの最大値は規制基準を上回ります。そこで、直近住居外壁

において、予測地点 ・ ・ をそれぞれ設定し、再度予測いたしました。

表  騒音レベルの最大値の予測結果【直近住居外壁】

騒音発生源

発生源

の高さ

（ ）

（ から）

基準距離における

騒音レベル等
騒音継続時間帯

（時～時）

又は

騒音発生回数

騒音

レベル

（ ）

根拠

予測地点までの距離【 】 各予測地点における騒音レベル【 】

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 冷凍機室外機 メーカー値 時～翌 時

定常騒音 キュービクル メーカー値 時～翌 時

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 空調機室外機 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

定常騒音 排気口 メーカー値 時～ 時 分

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

変動騒音 来客車両走行 騒音手引 最大値 台

各予測地点における

夜間騒音レベルの最大値
各予測地点における区域の区分と基準値

地点（高さ ）： 第一種低層住居専用地域 第一種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第一種低層住居専用地域 第一種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

地点（高さ ）： 第二種住居地域 第二種区域 基準値：

※網掛け部分は基準値を超過します。

＜評価＞
直近住居外壁での予測の結果、予測地点 については規制基準を下回りましたが、 ～ におい

ては依然基準値を上回っております。続いて、予測地点 ～ において、夜間に発生する騒音が規制
基準を超過する時間について検証いたします。
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■ 予測地点 ～ において夜間に発生する騒音の騒音レベルが規制基準を超える時間

基準を超過する各音源の発生時間は以下のとおりです。

表  夜間最大値の基準を超過する各音源の発生台数

騒音発生源
出入口における

規制基準（ ）

出入口における

発生台数（台）

来客車両走行 ～

以上より、栃木県運用指針において 分の目安となっている『一出入口あたり 台（規制基準が

の場合）』を下回っているため、周辺生活環境へ与える騒音の影響は軽微であると推測いたします。

静穏に努めて運用してまいりますが、近隣の方々より騒音に関するご意見を頂いた場合には、状況を確

認し適切に対応いたします。
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 各騒音源のデータ

 騒音データ

 パワーレベルの設定の根拠となる測定データ

① 定常騒音

表  パワーレベル設定の根拠となる騒音レベル【 （ ）】

音源名称 型番
基準距離

騒音レベル
根拠 図面名称 稼働時間

冷凍機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

冷凍機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

キュービクル メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

空調機室外機 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図

排気口 メーカー値 騒音源及び予測地点配置図



 17

② その他の騒音源

表  パワーレベル設定の根拠となる騒音レベル【 （ ）】

騒音の名称
騒音レベル

（）内は

音源

高さ

（ｍ）

発生時間 根拠 図面名

廃棄物収集作業 作業 回あたり 秒

騒音の手引き

（圧縮時）

騒音源及び

予測地点配置図

台車平坦走行
（ ）

荷さばき 台あたり

往復× 回 秒＝ 秒

騒音の手引き

（平坦路走行）

騒音源及び

予測地点配置図

荷さばき作業
（ ）

荷さばき 台あたり

回× 秒＝ 秒

騒音の手引き

参考資料編

（リフト昇降音）

騒音源及び

予測地点配置図

台車段差越え
（ ）

荷さばき 台あたり

回×往復＝ 秒

騒音の手引き

（段差越え）

騒音源及び

予測地点配置図

大型車両

後進ブザー

時速 で走行

走行線長さ（ｍ）÷速さ

騒音の手引き 騒音源及び

予測地点配置図

※荷さばき車両および廃棄物収集車両のアイドリング音については、アイドリング・ストップを呼びかける看板

を設置し、作業員に徹底するため、予測の対象としておりません。

※大型車両後進ブザーの発生時間は、線分の長さ及び走行速度（ ）より各走行線における発生時間を

算出しております。
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③ 自動車走行騒音

表  パワーレベル設定の根拠となる騒音レベル【 （ ）】

騒音の名称
音響

ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ
根拠 図面

来客車両走行音

騒音データとして「大規模小売店舗から発生する騒音予測の手引

き」に記載のＡ特性音響パワーレベルＬＷＡ約 （自動車工学に基

づくパワーレベル式）より引用し、予測される来客車両の台数を駐車

場内の全ての走行線に該当させております。

走行速度については と設定しました。

騒音源及び

予測地点配置図

大型車両走行音

・荷さばき車両

・廃棄物収集車両

（中型）

騒音データとして   の 車種分類の中型車

より引用し、予測される走行台数をそれぞれの車両が走行する走行線

に該当させております。

走行速度については と設定しました。

ＬＷＡ＝ ＋ （ ）＝

基準距離騒音レベル＝ ＝

騒音源及び

予測地点配置図

パワーレベル式の定数項（ 車種分類）     より

＝

非定常走行区間より ＝

Ｃは補正項であり該当はありません。

【 の値】

車種分類
非定常走行区間

小型車

中型車

大型車

※大型車両走行ルート

■荷さばき作業 （中型 昼 台）・廃棄物収集作業 （昼 台）

→ → （後 ）→ （後 ）→ →

表  大型台数（台）

中型

昼間（ 時～ 時） 夜間（ 時～翌 時） 最大値（ 時～翌 時）

荷さばき車両

廃棄物車両
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 騒音予測における来客車両台数の考え方

下記の通り台数を算出し、騒音予測に使用しました。

表  車両台数（台）

走行№ 昼間 夜間 最大値

・ ～
※

※往復走行を考慮し車両台数を 倍しております。

＜指針の計算式による 日当たりの来台数＞

×α× × ÷ ＝（ × × ）／ ＝ 台

：店舗面積当り日来客数原単位（人／線㎡）

α：補正係数

：店舗面積（千㎡）

：自動車分担率

：平均乗車人員

＜騒音予測計算における来台数＞
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